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芸南農業協同組合
全国農業協同組合連合会　広島県本部

◎藻類・表層剥離　ウキクサ対策

◎ヒエおよび広葉雑草が残った場合

・モゲトン粒剤
3ｋｇ/10a
（収穫45日前まで）

・レブラス1キロ粒剤
1ｋｇ/10a
移植後14日～ノビエ4葉期
（収穫60日前まで）湛水散布

・ゲバードジャンボ
10個（400ｇ）/10a
移植後14日～ノビエ4葉期
（収穫60日前まで）湛水処理

◎ヒエが残った場合
・トドメMF粒剤
1ｋｇ/10a
移植後14日～ノビエ5葉期
（収穫50日前まで）湛水散布

◎広葉雑草が残った場合
・バサグラン粒剤
3～4ｋｇ/10a
移植後15日～55日
（収穫60日前まで）落水散布

い～ね403「改」
（14-10-13）
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※育苗箱消毒を行う
　イチバン乳剤　500倍
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いもち病

ブラシンキラップ粉剤DL

早生い～ね755
35kg

けい酸加里プレミア34
30～40kg

けい酸加里プレミア34
20～40kg
出穂40～35日前

けい酸加里
プレミア34
20～40kg
出穂
40～35日前い～ね403「改」

（14-10-13）10kg
15～20日

穂肥①出穂前
い～ね707「改」
（17-0-17）20kg

24～20日

い～ね403「改」
（14-10-13）30kg

中生い～ね755
55kg

（3～4kg/10a）（収穫14日前まで）
いもち病・ごま葉枯病
ウンカ類・カメムシ類

スタークル粒剤
（3kg/10a）
（収穫7日前まで）
カメムシ類・ウンカ類
ツマグロヨコバイ

スタークル豆つぶ
（250～500ｇ/10a）
（収穫7日前まで）
カメムシ類・ウンカ類
ツマグロヨコバイ

（１，０００倍）（穂揃期まで）
（収穫7日前まで）
いもち病
カメムシ類・ウンカ類・ツマグロヨコバイ

ダブルカットスタークル
フロアブル

（8倍）(穂揃期まで)

ダブルカットスタークル
フロアブル

（3kg/10a）
（収穫7日前まで）
カメムシ類・ウンカ類
ツマグロヨコバイ

スタークル粉剤

出
穂
期

（3ｋｇ/10ａ）
（出穂5日前まで、但し収穫45日前まで）
いもち病・紋枯病・稲こうじ病
ウンカ類・カメムシ類
ツマグロヨコバイ・もみ枯細菌病
穂枯れ(ごま葉枯病菌)

(３～４kg/10a)(収穫14日前まで)
いもち病・紋枯病
カメムシ類・ウンカ類・ツマグロヨコバイ

(250ｇ/10a)(収穫35日前まで)
いもち病・紋枯病
稲こうじ病・ごま葉枯れ病
カメムシ類・ウンカ類

い～ね707「改」
（17-0-17）
10kg
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◎3葉10個
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カイリキZ1キロ粒剤

カイリキZ1キロ粒剤 移植後5日～25日　ノビエ3葉期まで

移植後5日～25日　ノビエ3葉期まで

移植後5日～25日　ノビエ3葉期まで

移植後5日～25日　ノビエ3葉期まで

移植後5日～25日　ノビエ3葉期まで

移植後5日～25日　ノビエ3葉期まで

移植直後～15日　ノビエ3葉期まで

移植直後5日～15日　ノビエ3葉期まで

移植後3日～15日　ノビエ３葉期まで

移植後1日～15日　ノビエ３葉期まで

ジェイフレンドフロアブル

カイリキＺジャンボ

天空フロアブル
10個

（300ｇ） ◎3葉天空ジャンボ

天空1キロ粒剤

ピラクロンフロアブル
500㎖/10a

クリアホープフロアブル

ジェイフレンドフロアブル

カイリキＺジャンボ

天空ジャンボ
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1.生ワラは年内に鋤き込む。
2．排水を良くしておく。
3．土づくり肥料を施用して深耕する。
4．漏水田にはベントナイトを1000kg施用する。

水10ℓに並塩2.1ｋｇ入れると（1.13）
水10ℓに並塩1.3ｋｇ入れると（1.08）

・ナエファインフロアブル1000倍を
 1箱に0.5L散布（100ｍｌで200箱できます。）
 苗立枯病
 (ビシウム・フザリウム・リゾーブス)菌
 ムレ苗防止・根の生育活着促進

・催芽もみは1箱に180ｇは種

水10ℓ
テクリードCフロアブル50㎖（200倍）
スミチオン乳剤10㎖（1000倍）
24時間混用浸漬

土づくり肥料名 効果・適用水田等１０a当りの
使用量

石灰窒素（粒） 20kg
（１袋）

年内に生ワラの上に散布してすき込
みます。
土壌微生物の増殖が早まり、有機物
の腐熟を促進します。

ケイカル（粒）
20０kg
（10袋）

茎葉が丈夫になり、倒伏や病害に対
する抵抗性が向上します。
また、根が丈夫になり登熟歩合が向
上します。

ミネリッチ（粒） 10０kg
（5袋）

ケイ酸、苦土成分が高く、リン酸や加里
の肥効を高める。ケイ酸は茎葉を丈夫に
し、鉄・マンガンは根腐れを防止し、倒伏
軽減や病害虫に対する抵抗性を高める。

ミネラルG（粒） 20０kg
（10袋）

ケイ酸・鉄分・石灰・苦土・マンガンな
どの必要成分のバランス良く含有さ
れているので、相乗作用により増収
と品質向上に役立ちます。

ようりん（粒） 20kg
（1袋）

リン酸は根の健全な生育と分けつや
子実の充実を進める働きがあります。
ゆっくり長く効くリン酸肥料で、苦土
やケイ酸も含みます。

土楽園（粒） 60kg
（6袋）

リン酸・加里・ケイ酸・鉄分・苦土が一度
に補給できる、省力型土づくり肥料で
す。散布量が少なく、倒伏軽減・冷害や
病害に対する抵抗性を高めます。

牛フン堆肥 １ｔ
土壌構造の改善。保肥力の増加。
コシの場合は10月～2月の間にす
き込む。

アグリ革命（粒） 2kg
（１袋）

酵素資材のため、土壌環境に影響さ
れることなく、浮ワラ、ガス沸きを減
少。

生ワラ腐食促進剤【稲刈り後なるべく早く】

秋の土づくり【１０月～12月まで】

地力増進【１０月～2月まで】

春の土づくり 秋の土づくり【3月～荒起こし前まで】

●防人（さきもり）箱粒剤

●フルスロットル箱粒剤

紋枯病
いもち病・白葉枯病
もみ枯細菌病
ウンカ類　　　  　イネミズゾウムシ
イネドロオイムシ　ツマグロヨコバイ
ニカメイチュウ　　フタオビコヤガ
イネツトムシ　　　コブノメイガ

いもち病・白葉枯病
もみ枯細菌病
ウンカ類　　　  　イネミズゾウムシ
イネドロオイムシ　ツマグロヨコバイ
ニカメイチュウ　　フタオビコヤガ
イネツトムシ　　　コブノメイガ

〔対応病害〕

〔対応病害〕
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植代時～田植前7日
500㎖/10a

除草効果
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a
10 けい酸加里プレミア34

30～40kg

苗の箱処理防除
トレバリダビーム粉剤ＤＬ

ゴウケツモンスター粒剤

ワイドパンチ豆つぶ

アミスタートレボンSE

ブラシン粉剤DL 3～4kg/10a（収穫7日前まで）
紋枯病

バリダシン粉剤DL 
3～4kg/10a（収穫14日前まで）

カメムシ類・ウンカ類
トレボン粉剤DL 3～4kg/10a（収穫7日前まで）

ウンカ類・イネミズゾウムシ・イネドロオイムシ・ツマグロヨコバイ・ニカメイチュウ・コブノメイガ
パダントレボン粒剤L 3kg/10a（収穫30日前まで）

※田植前のけい畔の雑草対策にはカーメックスDを使用。
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粉剤

粒剤

豆つぶ剤

液剤 （1,000倍）
(収穫14日前まで)
いもち病・紋枯病
ウンカ類・カメムシ類

アミスタートレボンSE
（8倍）(穂揃期まで)

2023年度
●業務部経済課 TEL（0846）45-3360　　●営農センター TEL（0846）46-1017　　●安浦支所経済 TEL（0823）84-2049  　●川尻支所経済 TEL（0823）87-2931


